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『
三
田
文
学
』  

年
表

１
８
９
７
年
頃 

三
田
文
学
会
発
足
。
当
初

は
文
学
科
の
学
生
ら
に
よ

っ
て
結
成
さ
れ
た（
１
９
０

 

８
年
に
は
教
職
員
中
心
の

組
織
と
し
て
新
た
に
設
立
）

１
９
１
０
年
５
月 

『
三
田
文
学
』
創
刊
。
編
集

主
幹
は
永
井
荷
風
。

１
９
１
１
年 

久
保
田
万
太
郎
が
『
朝
顔
』、

佐
藤
春
夫
が
『
憤
』、
阿
部

章
蔵
（
の
ち
の
水
上
瀧
太

郎
）
が
『
山
の
手
の
子
』

で
学
生
作
家
と
し
て
登
場
。

１
９
１
３
年
１
月 

堀
口
大
學
が
『
写
生
』
で

登
場
。

　
　
　
　
　
２
月 

販
売
部
数
が
５
０
０
０
部

に
。

　
　
　
　
　
９
月 

荷
風
の
連
載
『
大
窪
日
記
』

開
始
。

１
９
１
６
年
２
月 

荷
風
が
三
田
文
学
主
幹
・

教
職
を
退
く
。
主
幹
は
澤

木
梢
（
四
方
吉
）
に
。

文
芸
雑
誌
『
三
田
文
学
』
の
こ
と
を
、
ど
の
く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
？
名
前
は
知
っ
て
い
る
け
れ
ど
…
…
と
言
う
塾
生
も
多

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
三
田
文
学
』
は
、
も
ち
ろ
ん
義
塾
に
ゆ
か
り
の
深
い
文
芸
雑
誌
だ
が
、
作
品
の
執
筆
者
は
塾
員
だ

け
で
は
な
い
。
明
治
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
多
彩
な
文
学
者
が
、
素
晴
ら
し
い
作
品
を
寄
せ
て
い
る
。
近
年
で
は
三
田
文
学
新

人
賞
を
設
置
し
て
、
新
人
発
掘
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
三
田
か
ら
広
が
っ
て
き
た
文
学
の
歴
史
を
紐
解
い
て
み
よ
う
。

明治

文
学
科
教
員
お
よ
び
『
三
田
文
学
』
編
集
主

幹
と
し
て
義
塾
に
赴
任
し
た
。 

　
創
刊
号
が
世
に
出
た
の
は
５
月
、
藤
島
武

二
に
よ
る
表
紙
は
、
セ
ン
ス
の
良
さ
と
美
し

さ
で
注
目
さ
れ
た
。
創
刊
２
年
目
に
は
文
学

科
の
学
生
だ
っ
た
久
保
田
万
太
郎
、
理
財
科

の
水
上
瀧
太
郎
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま

た
荷
風
を
慕
っ
て
佐
藤
春
夫
、
堀
口
大
學
ら

が
義
塾
に
入
学
し
、
学
生
時
代
に
詩
を
発
表

し
て
い
る
。
当
時
は
、
先
行
す
る
『
早
稲
田

文
学
』
が
自
然
主
義
の
牙
城
、『
帝
国
文
学
』

が
論
文
主
体
だ
っ
た
の
に
対
し
、『
三
田
文

学
』
は
耽
美
的
な
作
品
が
充
実
し
た
雑
誌
と

し
て
重
き
を
な
し
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
１
９
１
１
年
６
月
号
の
発
禁
に

続
き
、
10
月
号
も
谷
崎
潤
一
郎
の
『
颷
ひ
ょ
う

風ふ
う

』

に
よ
り
発
禁
と
な
り
、
学
内
で
問
題
に
な
っ

て
「
印
刷
前
に
原
稿
を
塾
監
局
に
見
せ
る
こ

　『
三
田
文
学
』
の
創
刊
は
１
９
１
０
年
。

当
時
の
義
塾
は
文
学
科
・
理
財
科
・
法
律
科

か
ら
な
る
大
学
部
が
設
置
さ
れ
て
20
年
を
経

て
い
た
。
し
か
し
、
文
学
科
は
学
生
数
が
少

な
く
、
廃
止
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
改
革
の
た
め
08
年
に
義
塾
幹
事
（
今

の
評
議
員
）
の
石
田
新
太
郎
を
中
心
に
文
学

科
教
員
に
よ
っ
て
、
三
田
文
学
会
が
設
立
さ

れ
た
。
石
田
は
、
三
田
文
学
会
を
発
行
母
体

に
文
芸
雑
誌
を
創
刊
し
、
名
の
あ
る
文
士
を

教
員
に
迎
え
た
い
と
、
文
学
科
顧
問
で
か
つ

て
講
師
と
し
て
「
審
美
学
」
を
教
え
て
い
た

森
鷗
外
に
相
談
し
、
鷗
外
の
推
薦
で
『
あ
め

り
か
物
語
』『
ふ
ら
ん
す
物
語
』
で
注
目
を

浴
び
て
い
た
31
歳
の
永
井
荷
風
（
壮
吉
）
が
、

読
書
の
秋

三
田
か
ら
は
じ
ま
る
文
学

初
代
編
集
長
は
永
井
荷
風

そ
の
推
薦
人
は
森
鷗
外

大正

『三田文学』
1910年5月（創刊）号（右）と
1935年5月号
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１
９
２
０
年
10
月 

風
俗
壊
乱
の
た
め
発
禁
。

１
９
２
５
年
４
月
〜
26
年
３
月
　
休
刊

１
９
２
６
年
４
月 

編
集
委
員
に
水
上
瀧
太
郎
、

久
保
田
万
太
郎
、
西
脇
順

三
郎
ら
就
任
。

１
９
３
９
年 

こ
の
頃
よ
り
紙
の
手
配
に

苦
心
。

１
９
４
４
年
12
月
〜
45
年
12
月
　
休
刊

 

以
降
、
た
び
た
び
休
刊
を

挟
む
。

１
９
４
７
年
12
月 

遠
藤
周
作
が
『
カ
ト
リ
ッ

ク
作
家
の
問
題
』
で
登
場
。

１
９
５
１
年
６
月 

安
岡
章
太
郎
が
『
ガ
ラ
ス

の
靴
』
で
登
場
。

１
９
５
２
年
11
月
〜
53
年
２
月
号
　
休
刊

１
９
５
３
年
３
月 

山
川
方
夫
が
編
集
協
力
者

と
し
て
参
加
。

１
９
５
６
年
10
月 

坂
上
弘
ら
が
編
集
担
当
に

加
わ
る
。

１
９
６
２
年
４
月
〜
66
年
７
月
　
休
刊

１
９
６
6
年
８
月 

遠
藤
周
作
ら
が
編
集
委
員

に
。
遠
藤
は
68
年
１
月
よ

り
編
集
長
。

１
９
７
６
年
11
月
〜
85
年
４
月
　
休
刊

１
９
８
５
年
５
月 

季
刊
と
し
て
復
刊

１
９
９
１
年
８
月 

編
集
人
に
坂
上
弘

１
９
９
４
年
５
月 

第
１
回
三
田
文
学
新
人
賞

２
０
１
０
年 

創
刊
１
０
０
年

昭和

科
卒
の
塾
員
、
石
坂
洋
次
郎
が
『
若
い
人
』

で
第
１
回
三
田
文
学
賞
を
受
賞
し
、
そ
の
後

出
版
さ
れ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
水
上

の
死
去
と
太
平
洋
戦
争
の
激
化
に
よ
り
、
44

年
10
・
11
月
合
併
号
で
休
刊
し
た
。

　
戦
後
の
立
ち
上
が
り
は
早
く
、
１
９
４
６

年
１
月
号
を
復
活
号
と
し
て
発
行
し
た
（
戦

後
第
１
次
）。
し
か
し
、
翌
47
年
か
ら
51
年

４
月
ま
で
休
刊
、
復
刊
を
繰
り
返
し
、
51
年

５
月
に
復
活
し
た
。
そ
の
後
も
数
度
の
休
刊

を
挟
み
、
発
行
が
続
く
。
塾
員
で
は
堀
田
善

衛
、
遠
藤
周
作
、
安
岡
章
太
郎
、
山
川
方ま
さ

夫お

な
ど
が
活
躍
し
た
ほ
か
、
松
本
清
張
、
曽
野

綾
子
、
谷
川
俊
太
郎
ら
も
作
品
を
発
表
し
て

い
る
。85
年
か
ら
は
月
刊
か
ら
季
刊
に
な
り
、

現
在
に
至
る
。
94
年
に
始
ま
っ
た
三
田
文
学

新
人
賞
は
２
０
１
７
年
で
23
回
目
を
迎
え
、

数
々
の
作
家
を
世
に
輩
出
し
て
い
る
。

と
」
と
申
し
渡
さ
れ
た
。
荷
風
は
そ
の
後
も

編
集
を
続
け
た
が
、
16
年
２
月
に
『
三
田
文

学
』
主
幹
を
退
き
、
義
塾
か
ら
も
去
る
こ
と

に
な
る
。

　
１
９
１
６
年
に
は
、
留
学
帰
り
の
美
術
史

教
授
、
澤
木
四
方
吉
（
梢
）
が
編
集
主
幹
と

な
り
”三
田
派
“と
呼
ば
れ
る
第
２
次
『
三
田

文
学
』
の
時
代
に
な
る
。
18
年
９
月
号
に
は

芥
川
龍
之
介
『
奉
教
人
の
死
』
が
掲
載
さ
れ
、

翌
19
年
に
は
創
刊
10
周
年
を
記
念
し
て
名
作

選
の
『
三
田
文
選
』
を
刊
行
し
た
。
し
か
し

25
年
３
月
号
で
一
時
休
刊
と
な
り
、
水
上
瀧

太
郎
ら
の
尽
力
で
１
年
後
の
４
月
号
か
ら
復

活
し
た（
第
３
次
）。
山
本
健
吉
、戸
板
康
二
、

柴
田
錬
三
郎
な
ど
、
在
学
中
の
文
学
者
の
卵

が
誌
面
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
る
。
36
年
、
国
文

　
若
く
し
て
江
戸
戯
作
文
学
や
伝
奇
小
説
を

読
み
、
文
学
の
素
養
を
磨
き
、
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
後
に
才
能
を
開
花
さ
せ

る
。
森
鷗
外
、
上
田
敏
、
さ
ら
に
は
夏
目
漱

石
か
ら
も
才
能
を
認
め
ら
れ
て
い
た
。
義
塾

を
去
っ
た
の
ち
日
記
『
断
腸
亭
日
乗
』
を
綴

り
は
じ
め
、『
腕
く
ら
べ
』『
つ
ゆ
の
あ
と
さ

き
』『
濹
東
綺
譚
』
な
ど
の
名
作
を
残
し
た
。

永
井
荷
風
（
１
８
７
９
〜
１
９
５
９
）

三田文学会講演会開催（1910 年 2月）

休
刊
を
繰
り
返
し
な
が
ら

若
手
作
家
を
育
て
る

平成
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学
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
現
役
の
作

家
の
方
も
参
加
し
ま
す
。
お
会
い
で
き
る
だ

け
で
感
激
な
の
で
す
が
、
の
ち
に
テ
レ
ビ
で

見
て
、こ
ん
な
に
す
ご
い
作
家
だ
っ
た
ん
だ
、

と
驚
く
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
そ
ん

な
方
々
の
原
稿
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
も
私
た

ち
の
仕
事
。
時
に
は
こ
ち
ら
が
心
配
に
な
る

ほ
ど
赤
字
を
入
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

「
丁
寧
に
見
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
一

筆
添
え
ら
れ
て
戻
っ
て
く
る
と
、
う
れ
し
く

な
り
ま
す
。
お
こ
が
ま
し
い
で
す
が
、
雑
誌

作
り
は
執
筆
者
と
編
集
者
の
共
同
作
業
な
ん

だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

井
上
　
今
、
文
学
部
国
文
学
専
攻
の
３
年
で

す
。
所
属
す
る
文
学
系
サ
ー
ク
ル
の
先
輩
に

編
集
部
員
が
い
て
、私
も
や
っ
て
み
た
い
と
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
問
い
合
わ
せ
る
と
「
一

度
編
集
部
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
返
事
が
あ

り
、
現
在
は
週
２
日
、
５
〜
６
時
間
働
い
て

い
ま
す
。
将
来
、
出
版
社
の
文
芸
部
門
で
働

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
第
一
線
の
作

家
の
方
の
生
原
稿
を
読
む
機
会
が
あ
っ
た

り
、
た
ま
に
は
姿
を
拝
見
し
た
り
、
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

矢
部
　
文
学
部
図
書
館
・
情
報
学
専
攻
の
４

年
で
す
。
き
っ
か
け
は
「
大
銀
杏
の
下
で
」

と
い
う
学
生
の
投
稿
コ
ー
ナ
ー
に
応
募
し
て

採
用
さ
れ
た
こ
と
。
編
集
部
に
お
じ
ゃ
ま
し

て
、
編
集
長
や
皆
さ
ん
と
文
学
話
で
盛
り
上

が
り
、
気
づ
け
ば
編
集
部
員
に
。
皆
さ
ん
が

思
っ
て
い
る
以
上
に
、『
三
田
文
学
』
は
塾

生
の
身
近
に
あ
り
ま
す
。

山
﨑
　
文
学
部
で
仏
文
学
を
専
攻
し
て
い
る

４
年
で
す
。
僕
の
場
合
は
、
あ
る
授
業
で
教

授
が
「
編
集
部
員
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
た

け
れ
ど
、
誰
か
興
味
が
な
い
か
な
」
と
雑
談

│
│
『
三
田
文
学
』
に
は
、
現
在
10
名
の
編

集
部
員
が
い
る
。
そ
の
中
の
５
名
に
話
を
聞

い
た
。
卒
業
後
間
も
な
い
塾
員
２
名
と
、
文

学
部
の
塾
生
が
３
名
。
岡
さ
ん
は
、
作
品
が

三
田
文
学
新
人
賞
で
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
編

集
部
員
に
な
る
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
ね
。

岡
　
私
の
小
説
『
カ
ラ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
ワ

ー
ル
ド
』
が
、
２
０
１
６
年
の
三
田
文
学
新

人
賞
で
佳
作
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
供
の

頃
か
ら
読
書
好
き
で
、学
部
２
年
の
と
き
に
、

当
時
の
若
松
英
輔
編
集
長
の「
文
章
と
表
現
」

の
授
業
を
受
け
た
こ
と
で
、
書
く
こ
と
に
も

挑
戦
し
た
く
な
り
、
応
募
し
ま
し
た
。
そ
の

ご
縁
で
卒
業
後
、
編
集
部
で
働
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

渡
邉
　
私
は
自
分
で
書
く
の
は
自
信
が
な
い

の
で
す
が
、
編
集
部
員
だ
っ
た
研
究
室
の
先

輩
の
紹
介
で
来
ま
し
た
。『
三
田
文
学
』
は
、

三
田
文
学
会
と
い
う
会
員
組
織
の
も
と
で
発

行
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
会
員
の
懇
親
会
や
文

編集担当者
による

座談会

編
集
部
事
務
主
任

岡お
か

　
英え

り

な

里
奈
君

編
集
部
事
務
担
当

渡わ
た
な
べ
た
え

邉
妙
香か

君

文
学
部
国
文
学
専
攻
３
年

井い
の
う
え
ゆ
ず

上
柚
季き

君

編
集
部
で
触
れ
る
文
学
の
魅
力

『
三
田
文
学
』
の
編
集
部
は
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
西
館
の
３
階
に
あ
る
。

「
生
協
の
隣
、
体
育
会
事
務
室
の
上
」
と
い
う
と
わ
か
り
や
す
い
。

本
や
資
料
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
そ
の
部
屋
で
、

若
い
編
集
部
員
に
文
芸
誌
編
集
の
魅
力
を
語
り
合
っ
て
も
ら
っ
た
。
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岡
　
塾
生
に
は
、
も
っ
と
『
三
田
文
学
』
を

知
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
読
む
だ
け
で
は
な

く
、参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。
矢
部
さ
ん
が
、

投
稿
が
き
っ
か
け
で
編
集
部
員
に
な
っ
た
と

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、み
ん
な
も
気
軽
に「
大

銀
杏
の
下
で
」
に
エ
ッ
セ
イ
を
寄
せ
て
く
だ

さ
い
。
投
稿
作
品
は
必
ず
私
た
ち
が
読
み
ま

す
。
そ
し
て
、
も
う
少
し
頑
張
れ
ば
掲
載
で

き
る
レ
ベ
ル
に
な
る
と
判
断
し
た
も
の
は
、

例
え
ば
こ
こ
を
よ
り
詳
し
く
書
い
て
ほ
し

い
、
と
か
逆
に
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
方
が
よ
い

な
ど
と
、
投
稿
者
に
具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
戻
し
、
書
き
直
し
を
促
し
ま
す
。

矢
部
　
私
の
場
合
も
そ
う
で
し
た
。
的
確
で

き
め
細
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
、
こ

ん
な
に
丁
寧
に
読
ん
で
く
れ
て
い
る
ん
だ
と

う
れ
し
か
っ
た
も
の
で
す
。
文
章
を
書
く
こ

と
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
一
度
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

井
上
　
今
は
私
を
含
め
て
、
S
N
S
や
ネ
ッ

ト
で
得
た
情
報
を
、
さ
も
自
分
の
考
え
の
よ

う
に
思
い
込
ん
だ
り
、
言
っ
た
り
し
が
ち
。

し
か
し
、『
三
田
文
学
』
に
は
、
検
証
の
も

と
で
と
て
も
具
体
的
に
書
か
れ
た
記
事
や
、

考
え
抜
か
れ
た
丁
寧
な
文
章
の
小
説
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
読
む
と
、
言
葉
に

は
そ
れ
ぞ
れ
質
量
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
身

に
し
み
て
感
じ
ま
す
。

岡
　
夏
季
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
ア
メ
リ
カ

の
光
と
影
」
で
し
た
。
作
家
や
研
究
者
が
、

真
剣
に
今
の
ア
メ
リ
カ
を
深
く
え
ぐ
る
、
重

み
の
あ
る
文
章
を
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。
塾

生
に
も
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
。
な
お
、

秋
季
号
で
は
ア
ジ
ア
を
特
集
し
ま
す
。

山
﨑
　
ト
レ
ン
ド
に
触
れ
る
だ
け
な
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
便
利
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ

を
ず
っ
と
研
究
し
て
き
た
専
門
家
の
文
章

は
、
出
来
事
の
後
ろ
に
あ
る
も
の
に
光
を
当

て
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。
知
識
の
質
が

高
く
、
社
会
の
真
実
を
知
り
た
い
塾
生
に
は

と
て
も
役
立
つ
と
感
じ
ま
す
。

井
上
　
み
ん
な
に
読
ん
で
も
ら
う
た
め
に

は
、
表
紙
の
か
っ
こ
よ
さ
も
重
要
。
で
な
い

と
手
に
取
ら
な
い
し
、
ま
し
て
や
買
わ
な
い

（
笑
）。リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の『
三
田
文
学
』は
、

さ
り
げ
な
く
ポ
ン
と
机
の
上
に
置
く
だ
け

で
、
い
い
感
じ
で
す
。

で
つ
ぶ
や
い
た
言
葉
に
、
僕
の
中
の
何
か
が

直
感
的
に
反
応
し
て
、
今
こ
こ
に
い
ま
す

（
笑
）。
掲
載
原
稿
を
下
読
み
す
る
機
会
が
あ

る
の
で
す
が
、
実
に
年
齢
層
が
広
い
。
高
齢

の
方
の
文
章
を
読
む
と
、
生
き
て
き
た
時
代

の
違
い
で
、
若
い
自
分
と
精
神
構
造
が
ず
い

ぶ
ん
異
な
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
実
社
会
で

高
齢
の
方
と
交
流
す
る
機
会
は
め
っ
た
に
な

い
の
で
、
年
齢
を
重
ね
た
方
の
感
覚
を
作
品

で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
も
醍
醐
味
で
す
。

│
│
編
集
部
員
か
ら
見
た
本
誌
の
魅
力
は
。

読書の秋 三田からはじまる文学

文
学
部
仏
文
学
専
攻
４
年

山や
ま
ざ
き﨑
璃り

く久
君

文
学
部
図
書
館
・
情
報
学

専
攻
４
年

矢や

べ

え

り

か

部
絵
莉
香
君

『
三
田
文
学
』
は
身
近
に
あ
る

読
ん
で
、
そ
し
て
参
加
し
て
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義
塾
出
身
の
作
家
た
ち

塾
生
の
投
稿
に
期
待
し
て
い
ま
す

『
三
田
文
学
』
編
集
長
　
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
・
前
文
学
部
長
　
関せ

き

根ね

　
謙け

ん

文
学
部
は
も
ち
ろ
ん
、
他
学
部
出
身
の
作
家
も

数
多
い
。
そ
の
な
か
か
ら
、
ほ
ん
の
一
部
を
紹

介
す
る
。

○
現
役
教
員

荻
野
ア
ン
ナ

１
９
８
０
年
文
学
部
卒
業
、
１
９
８
２
年
文
学

研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
１
９
８
９
年
文
学
研

究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
文
学
部
教
授
。

１
９
９
１
年
『
背
負
い
水
』
で
第
１
０
５
回
芥

川
賞
受
賞
、
２
０
０
８
年
『
蟹
と
彼
と
私
』
で

第
19
回
伊
藤
整
文
学
賞
を
受
賞
。

○
在
学
中
に
文
学
賞
を
受
賞

朝
吹
真
理
子

２
０
０
７
年
文
学
部
卒
業
、
２
０
１
１
年
文
学

研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

文
学
研
究
科
在
学
中
の
２
０
１
１
年
に
『
き
こ

と
わ
』
で
第
１
４
４
回
芥
川
賞
を
受
賞
。
デ

ビ
ュ
ー
作
『
流
跡
』
で
２
０
１
０
年
の
第
20
回

ド
ゥ
マ
ゴ
文
学
賞
も
受
賞
し
て
い
る
。

金
子

　薫

２
０
１
４
年
文
学
部
卒
業
、
２
０
１
６
年
文
学

研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

文
学
研
究
科
在
学
中
に
『
ア
ル
タ
ッ
ド
に
捧
ぐ
』

で
第
51
回
文
藝
賞
受
賞
。

○
映
像
化
さ
れ
た
作
品

遠
藤
周
作

１
９
４
８
年
文
学
部
卒
業
。

第
２
回
谷
崎
潤
一
郎
賞
を
受
賞
し
た
『
沈
黙
』。

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
に
よ
る
「
沈

黙
│
サ
イ
レ
ン
ス
│
」
と
し
て
、
２
０
１
７
年

１
月
に
公
開
さ
れ
た
。

い
主
張
を
強
く
打
ち
出
し
ま
し
た
。
例
え
ば

幻
想
的
な
作
風
の
泉
鏡
花
に
発
表
の
場
を
提

供
し
て
、
後
の
大
成
を
後
押
し
し
た
の
も
永

井
編
集
主
幹
で
し
た
。

　
義
塾
創
設
者
の
福
澤
諭
吉
は
、
独
立
自
尊

の
理
念
の
も
と
、
封
建
的
な
世
界
を
刷
新
す

る
た
め
、
西
洋
の
新
し
い
学
問
を
実
学
と
し

て
推
し
進
め
、
文
学
を
そ
れ
ら
の
学
問
を
統

括
す
る
概
念
と
し
て
重
視
し
、
一
貫
し
て
、

敬
意
を
払
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
『
三
田

文
学
』
は
、
そ
の
福
澤
の
理
念
を
し
っ
か
り

と
支
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

　『
三
田
文
学
』
の
体
制
は
、
誌
面
の
刷
新

や
一
時
的
な
休
刊
な
ど
で
、
戦
前
は
３
次
、

戦
後
は
現
在
を
含
め
て
６
次
に
分
類
で
き
ま

す
。
数
え
方
に
も
よ
り
ま
す
が
、
初
代
の
永

井
荷
風
に
続
い
て
30
名
を
超
え
る
編
集
者
が

私
の
前
に
名
前
を
連
ね
て
い
ま
す
。
そ
の
中

に
は
西
脇
順
三
郎
、
奥
野
信
太
郎
、
石
坂
洋

次
郎
、
遠
藤
周
作
、
坂
上
弘
、
江
藤
淳
な
ど

素
晴
ら
し
い
先
達
が
大
勢
い
て
、
１
世
紀
以

上
の『
三
田
文
学
』の
伝
統
を
つ
な
い
で
き
ま

し
た
。
こ
の
錚
々
た
る
歴
代
編
集
長
に
連
な

　
１
９
１
０
年
創
刊
の
『
三
田
文
学
』
は
今

年
で
１
０
７
年
、
日
本
の
文
芸
誌
で
こ
れ
ほ

ど
長
い
歴
史
を
持
つ
も
の
は
ま
れ
で
す
。
わ

が
国
の
文
学
界
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
、
こ

れ
か
ら
も
新
風
を
吹
き
込
み
な
が
ら
貢
献
し

て
い
く
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
雑
誌
を
慶
應
義
塾
が
持
っ
て
い
る
こ

と
は
、
大
い
に
誇
り
に
感
じ
て
い
い
と
思
い

ま
す
。

　
初
代
の
編
集
主
幹
（
編
集
長
）
永
井
荷
風

（
壮
吉
）
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
と
き
か
ら
、

『
三
田
文
学
』
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
精
神

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
自
然
主
義
文
学
が
幅

を
利
か
せ
て
い
た
時
代
に
、
耽
美
的
な
傾
向

の
作
品
を
積
極
的
に
掲
載
す
る
な
ど
、
新
し
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復
刊
。
現
在
に
つ
な
が
る
戦
後
第
６
次
体
制

で
す
。
こ
の
復
活
は
、
当
時
の
石
川
忠
雄
塾

長
と
理
事
長
に
就
任
し
た
安
岡
章
太
郎
の
熱

意
の
成
果
で
あ
り
、
復
刊
に
あ
た
り
極
め
て

重
大
な
方
針
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は

発
行
母
体
で
あ
る
三
田
文
学
会
を
会
員
組
織

に
し
、
そ
の
会
費
で
発
行
費
用
の
一
部
を
賄

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
独
立
し
た
組

織
と
し
て
の
意
識
が
高
ま
り
、
誌
面
は
よ
り

活
性
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
会
員
は
義
塾
の
出
身
者
、
関
係
者

だ
け
で
な
く
『
三
田
文
学
』
の
理
念
に
賛
同

し
て
く
だ
さ
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
な
れ

ま
す
し
、
会
員
の
随
筆
投
稿
も
歓
迎
で
す
。

　
ま
た
若
い
書
き
手
の
育
成
に
大
い
に
力
を

入
れ
て
い
る
の
も
『
三
田
文
学
』
の
特
徴
の

一
つ
で
す
。
義
塾
出
身
者
に
限
ら
ず
、
新
人

の
優
れ
た
創
作
、
評
論
を
積
極
的
に
掲
載
し

て
い
ま
す
し
、
三
田
文
学
新
人
賞
は
、
新
人

作
家
の
登
龍
門
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。
ま
た
学
生
の
投
稿
を
奨
励
し
、「
大

銀
杏
の
下
で
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
随
筆
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
夏
季
号
か
ら
は
20
年

前
の
伊
井
直
行
編
集
長
時
代
に
つ
く
ら
れ
た

「
学
生
創
作
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
ペ
ー
ジ
を
復

活
さ
せ
て
お
り
、
学
生
の
創
作
を
積
極
的
に

掲
載
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
編
集
部
は
、
世
界
的
に
評
価
の
高

る
の
は
気
恥
ず
か
し
い
限
り
で
あ
る
と
と
も

に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
戦
後
の
編
集
者
と
し
て
、
惜
し
ま
れ
る
の

は
山
川
方ま
さ
お夫
で
す
。
曽
野
綾
子
、浅
利
慶
太
、

坂
上
弘
ら
の
才
能
を
見
出
し
、
江
藤
淳
を
文

芸
評
論
家
へ
と
導
き
ま
し
た
。
彼
自
身
、
小

説
家
と
し
て
素
晴
ら
し
い
才
能
を
持
ち
な
が

ら
、
１
９
６
５
年
に
交
通
事
故
で
死
亡
。
34

歳
の
若
過
ぎ
る
死
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
１
９
７
６
年
11
月
号
か
ら
休
刊

し
て
い
た
『
三
田
文
学
』
は
85
年
５
月
号
で

池
井
戸

　潤

１
９
８
６
年
文
学
部
、
１
９
８
８
年
法
学
部
卒

業
。

「
半
沢
直
樹
」
シ
リ
ー
ズ
、「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
」

シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
ド
ラ
マ
化
作
品
多
数
。『
下
町

ロ
ケ
ッ
ト
』
は
２
０
１
１
年
に
第
１
４
５
回
直

木
賞
を
受
賞
。

い
詩
人
で
あ
り
、
朗
読
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

知
ら
れ
る
吉
増
剛
造
三
田
文
学
会
理
事
長
の

も
と
、義
塾
教
授
で
編
集
委
員
の
朝
吹
亮
二
、

巽
孝
之
、
河
内
恵
子
、
粂
川
麻
里
生
の
４
名

と
体
制
を
組
み
、
さ
ら
に
ホ
ッ
ト
な
文
芸
誌

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
社
会
の
現

実
に
言
葉
は
ど
う
挑
戦
す
る
の
か
と
い
う
視

点
で
、
特
集
を
組
み
ま
し
た
。
夏
季
号
の
特

集
は「
ア
メ
リ
カ
の
光
と
影
」、秋
季
号
は「
主

張
す
る
ア
ジ
ア
」
で
す
。
ぜ
ひ
読
ん
で
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
創
作
や
編
集
に
興
味
の
あ

る
人
は
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
編
集
部
に
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

言
葉
が
社
会
と
切
り
結
ぶ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
誌
面
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